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委員会 ３種委員会 担当者氏名 今井 健輔 

〔現状〕 

長野県の２種が全国大会でなかなか勝つことができない。その原因として３種・４種の取

り組みに原因があるのではないか。具体的に個人戦術のレベルが低い。(止める・蹴る・運

ぶ・マークを外す) 

少しずつ向上はしてきているが、３種の試合を観ても意図的に攻撃をし、意図的に守備す

ることができないチーム・選手が多いように感じる。狙いがなく、一か八かの勝負が多い。

また、中体連は教員の移動があるため、継続した指導ができないことが多い。指導者の技能

向上も必要だが、地域との連携も大切にしていく必要がある。４種との連携も大切にしてい

く必要がある。 

  

〔目標〕 

5～10年後 

全国大会ベスト８以上 

  

20年後 

全国大会ベスト４以上 

  

20年以降50年後 

全国大会優勝 

〔目標達成のための具体的な取り組み〕 

グループ戦術は個人戦術の集合体。個人戦術のレベルアップにむけて、基本が重要だとい

うことを意識して、日々のトレーニングをする。 

試合においても、プレッシャーのある中で、攻防していく。その場の勝ち負けにこだわる

ことも大切だが、どう攻撃しどう守るかということを意識させて試合をする。意図的にサッ

カーをしていく。 

そのときの指導者の働きかけがとても大切。どう選手のモチベーションを高めていくか。

指導者として、技術面だけではなく、メンタル面の指導もしていく必要がある。 

  

指導者のレベルアップ向上のために、できる限り指導者講習などを行っていく。その地区

独自の行い方でいいので取り組む。 

２種―３種―４種での指導者の情報交換の場も提供していく。その中に地域指導者も参加

でき情報交換ができると良い。 


